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実施機関名・連携機関名 

島根大学・島根県教育委員会／鳥取県教育委員会 

テーマ： 

若手教員の育成・支援を推進するミドルリーダー教員研修 

―対面／非対面を併用したハイブリッド型研修における学びのあり方の検討― 

研修等名： 

【NITS・島根大学コラボ研修】「若手教員の育成・支援を推進するミドルリーダー教員研修」（前期日程） 

開催日時：令和３年８月 18～20、23～24日 8 時 30 分～17時 15 分 

開催場所：島根大学教育学部附属山陰教員研修センター（島根県松江市大輪町 416-4）【オンライン開催】 

参加人数（総数）と参加者の属性：27 人（学校教員 21 人、教育委員会等６人） 

内容：※全体発表の内容をテープ起こしするなど、具体的に記載してください。研修等の様子は、写真を右に貼り付けてください。 

実施した研修の日程は右の表の通りである。各日 100 分×４コマの研修に加えて、30 分の自己研修の時間を
設定した。それぞれの時間の具体的な内容は以下の通りである。 
18日（水）午前：開講式・オリエンテーションに加えて、派遣元の島根県教育委員会・鳥取県教育委員会の担
当者より、受講者に対する本研修の学びの位置づけについて研修を実施した。その後に、オンライン研修の受講に
必要な技術に関する研修を実施した。 
18 日（水）午後：効果的な探究的な学びをテーマとして講義を実施した。資質・能力はどのように育つのかの理
論と自己調整学習者を育成するための学びのサイクルを扱った。 
19 日（木）午前：今求められる授業のあり方、教師が学び合いながら授業改善に取り組み、若手の授業力を
向上させる授業研究の持ち方について講義し、受講生同士でポイントを出し合い確認した。） 
19 日（木）午後～20 日（金）午後：課題設定演習を実施した。システム思考を用いて問題の構造分析を
行い、レバレッジポイントを見極めた上で、ゴールに向かって進むための打ち手を設定した。中期の研修で実践状況
を報告することを確認した。 
 
23 日（月）および 24 日（火）：各日程では、それぞれの観点の専門家に講師を依頼し、最先端の教育の動
向や改革について具体的な事例を交えながら、研修を実施して頂いた。 
各日の自己研修：個人研修（ワークシートへの記入：15 分）に加えて、５人グループで各日の研修の学びを
共有した。 
 

成果： ※参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

◆研修終了後のアンケートでは、満足（「満足した」「だいたい満足した」と回答）した者の割合は 95％であった。 
◆受講者の学びの一例は以下の通りであった。（受講者のワークシートより抜粋） 
「（報告書執筆者注：18 日の研修を受けて）本校の講師の知りたいことや聞きたいこと、ケース別の対応など、
学びたいことのニーズをまずは聞き取り、どのような育成ができる考えたい。可能であれば、若手を集めて話をしたり、
ワークする時間ができれば良いと思っている。」など勤務校での具体的な取り組みに繋げたいという記述が多くみられ
た。 
 

アイディアや工夫したこと：※3～5 つ程度の箇条書きしてください。 

・新型コロナウイルス感染症の影響等によって集合実施が困難なった場合は、遠隔実施に切り替える準備を事前
に行っていたこと。 
・初日に山陰両県教育委員会の指導主事による講習を設定することで、本研修での学びの位置づけを明確にした
こと 
・オンラインに不慣れな受講者が多いことから、本研修の受講に必要な技術を習得する時間を初日に設定した。 
 



 

＜写真・図など＞ ※会場の熱気や規模がわかる写真、参加者の表情がわかる写真（寄って撮影またはトリミング）を撮影してください。 

 
表 日程表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 参加者の様子（８月 20 日） 
 

 

 


